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ノート

緒　　言

　患者にとって医薬品や疾患に関する知識の向上は，服
薬アドヒアランス向上だけでなく，疾患の予防や健康増
進などの観点からも重要である．そのために，厚生労働
省は，日本薬剤師会および各都道府県薬剤師会と連携し
て，「薬と健康の週間」と題した啓発活動を毎年開催して
いる1）．この活動は，ポスター等を用いて医薬品や薬剤
師等，くすりの専門家の役割に関する正しい知識を広く
国民に浸透させ，国民の健康の維持向上に寄与すること
を目的としている1）．一方，保険薬局や病院の薬剤部に
おいても，日常の啓発活動の一環として，医薬品や疾患
に関する患者向けパンフレットや情報誌を定期的に発
行・配布している．
　このような医薬品や疾病に関する啓発活動には，ポス
ターやパンフレットなどの紙媒体がよく用いられており，

これらは効率的に患者や地域住民に対して様々な情報を
提供することができるツールである2–5）．しかし，これら
ポスターやパンフレットは患者に対して，一方的に情報
を提供しているものであり，実際に読まれているのか，ま
た，誤解を生じていないかなど危惧することが多々ある．
　ポスターやパンフレットを用いた医薬品や疾病に関す
る教育効果について様々な報告が挙がっている2–5）．例
えば，糖尿病患者を対象としたパンフレット配布による
HbA1cの認知度および理解度の教育効果に関する調査
では，認知度および理解度（正常値，治療目標値）共にそ
の正答率は約 15％の向上が認められ，パンフレット配
布による教育効果が認められた3）．また，女子大学生を
対象にした妊娠と飲酒に関するリーフレットの教育効果
を検証した調査では，内容を説明せずにリーフレットを
1度配布しただけにもかかわらず，飲酒に対する態度と
胎児性アルコール症候群の知識については，介入群にお
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いて有意な改善が認められた4）．一方，小児急性疾患に
対する母親教育のパンフレット配布による教育効果の調
査では，パンフレットを見た母親と見ていない母親との
比較において，発熱，熱性けいれん，嘔吐などの疾病に
対する知識に関する質問で，両群とも有意な差は認めら
れず，パンフレットの効果は期待できないと推察され
た5）．このようにパンフレット配布による教育効果は
様々であり，パンフレットの内容や患者（読み手）によっ
て，教育効果が大きく左右されると考えられる．つま
り，パンフレットにどのような工夫を施せばよいのかを
常に検討する必要がある．
　そこで，本研究では，多くの患者が興味・関心度を有
する「薬の飲み合わせ」について取り上げた．その具体的
な題材として，カルシウム拮抗薬とグレープフルーツ
ジュース（各々，Ca拮抗薬，GJと略す）の相互作用に関
する患者向け情報誌（以下，パンフレットと略す）を作成
し，これを配布することによる教育効果を定量的に解析
し，その結果からパンフレットによる教育効果を向上さ
せるためにはどのような工夫が必要なのかを考察した．

方　　法

1．対象および期間
　2013年 11月 18日から 12月 28日に（株）薬局アポッ
ク三芳店に来局した患者の中で，Ca拮抗薬が処方され
た患者 57名の内，本研究の目的に同意した 51名（男性
21名，女性 30名，平均年齢 64±15歳）を対象とした．

2．調査方法
　対象者には，パンフレット配布前に Ca拮抗薬と GJ

の相互作用に関する問題（Fig. 1）に答えてもらい，どの
程度，知識を有しているか事前に確認した後，Ca拮抗
薬と GJの相互作用に関するパンフレット（Fig. 2）を配
布した．その 1カ月後，同じ対象者に同じ問題を出題
し，パンフレット配布により正答率がどの程度変化した
かを測定した．パンフレットは Fig. 2のように A4用紙
1枚に収まるように作成し，イラストを入れ，文字の大
きさなどにも配慮した（Fig. 2）．Ca拮抗薬と GJの相互
作用に関する問題は Fig. 1のようにパンフレットの内容
から① GJ併用による Ca拮抗薬の降圧作用増強につい
て，② GJと同様に注意を要する柑橘類について，③ GJ

の効果（CYP3A4阻害）の持続時間についての 3問を出題
した（Fig. 1）．なお，本研究は，城西大学倫理委員会の
承認を得て実施した．

3．統計処理
　パンフレット配布前後の各回答項目の比較は，カイ 2

乗検定を用い，危険率 5％未満を統計上有意とした．

結　　果

1． Ca拮抗薬と GJの併用に関するパンフレットの
配布による影響

　本研究の目的に同意した患者 51名中，実際にパンフ
レットを読んだ患者は 42名（82.4％）であった．そのう
ち，「パンフレットの内容について参考になった」と回答
した患者は，41名（97.6％）と高い関心度を示した．

Fig. 1　グレープフルーツジュースとカルシウム拮抗薬の相互作用に関する問題
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2． パンフレット配布による，GJ併用により引き起
こされる Ca拮抗薬の降圧作用の増強に関する
教育効果

　GJ併用により引き起こされる Ca拮抗薬の降圧作用の
増強について，パンフレット配布によりどの程度の教育
効果が見込めるかを調査した．Ca拮抗薬と GJの併用に
より「血圧が下がり過ぎる」と正しい回答ができた患者
は，パンフレット配布前が 5名（10.0％）であった．これ
に対し，パンフレット配布後は 26名（51.0％）とパンフ
レット配布により有意な正解者の増加が認められた．ま
た，誤答である「血圧が上がる」と回答した患者は，パン
フレット配布により 16名（31.4％）から 9名（17.6％）に減
少した．さらに「わからない」と回答した患者もパンフ
レット配布により 21名（41.2％）から 12名（23.5％）に減

少し，パンフレットによる教育効果が認められた．その
他の誤答項目について，「胃を荒らしてしまう」が 3名
（5.9％）から 0名（0％）に，「吐き気が出る」が 5名（9.8％）
から 3名（5.9％）にそれぞれパンフレット配布により減
少し，「出血が止まりにくくなる」は 1名（2.0％）から 1

名（2.0％）と変わらなかった（Fig. 3）．

3． パンフレット配布による，GJと同様に  

注意を要する柑橘類に関する教育効果
　グレープフルーツと同様に CYP3A4を阻害し，Ca拮
抗薬の代謝を遅延させる柑橘類として，はっさく（八朔）
が挙げられる6）．そこで，Fig. 1に示すようにパンフ
レットにその注意喚起の項目を記し，配布した．その結
果，「はっさく」と正しい回答ができた患者はパンフレッ
ト配布前が 7名（13.7％），パンフレット配布後が 27名

Fig. 2　 グレープフルーツジュースと高血圧治療薬（カルシウム拮抗薬）との飲み合わせに
関するパンフレット
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（53.0％）とパンフレット配布により有意な正解者の増加
が認められた．一方，「わからない」と回答した患者は，
パンフレット配布前後で 21名（41.2％）から 12名（23.5％）
に減少した．その他の誤回答は「レモン」が 16名（31.4％）
から 11名（21.6％）に，「かぼす」は 3名（5.9％）から 0名
（0％）に，「みかん」は 4名（7.8％）から 1名（2.0％）にそれ
ぞれ減少した（Fig. 4）．

4． パンフレット配布による，GJの CYP3A4阻害持
続時間に関する教育効果

　パンフレットの冒頭で Ca拮抗薬と GJの同時服用を
避けるようにと記載したが，パンフレットを読んだ患者
が「同時でなければ GJを摂取してもかまわないのか？」，
「Ca拮抗薬を服用してからどのくらい時間を空ければよ
いのか？」などの GJによる阻害効果の時間に関する疑
問を抱く可能性があると考えられた．そこで，GJの摂
取を中止してから CYP3A4活性が回復するまでの期間
（3～4日間）7）をパンフレット後半に記載し，どの程度の
患者がパンフレット配布により認知できたかを調査し
た．GJによる CYP3A4阻害作用の持続時間について，
「3～4日間」と正しい回答ができた患者は，パンフレッ
ト配布前の 1名（2.0％）から 18名（35.3％）と，有意な増
加が認められた．また，「わからない」と回答した患者は
パンフレット配布前後で 21名（41.2％）から 9名（17.6％）
に減少した．しかし，誤回答として最も多かった「2時
間」と回答した患者は，パンフレット配布前後で，20名
（39.2％）から 18名（35.3％）とほとんど変わらなかった．
その他の誤回答として，「30分間」と回答した患者はパ

ンフレット配布により 4名（7.8％）から 1名（2.0％）と減
少したが，「1日中」と回答した患者は 2名（3.9％）から 2

名（3.9％）に，「1週間」と回答した患者は 3名（5.9％）か
ら 3名（5.9％）とそれぞれ変わらなかった（Fig. 5）．
5． パンフレット配布による Ca拮抗薬と GJの相互
作用に関する問題の正答率の変化

　Fig. 6には，結果 2～4で示した①「GJ併用による Ca

拮抗薬の降圧作用増強について」，②「GJと同様に注意
を要する柑橘類について」，③「GJの CYP3A4阻害効果
の持続時間について」に関する問題の正答率を示した．
パンフレットを配布することにより Ca拮抗薬と GJの
相互作用に関する問題の全ての項目において正答率の有
意な上昇が認められ，パンフレットによる教育効果が認
められた（Fig. 6）．

考　　察

　Ca拮抗薬と GJの相互作用に関するパンフレットの患
者の反響を調査したところ，パンフレットを実際に読ん
だ患者は 51名中 42名（82.4％）であり，そのうち，パン
フレットの内容に関して参考になったと回答した患者が
41名（97.6％）と高い関心度を示した．これは，薬を服用
している患者が，どのような情報を欲しているかに影響
していると考えられる．日本製薬工業協会の「くすりと
製薬産業に関する生活者意識調査（2015年 7月）」による
と，患者側の入手したい処方薬情報に，「薬の効能・効
果」や「薬の副作用」，「薬の飲み合わせの注意」が上位を
占めているのに対し，実態として，医師や薬剤師からの
説明の内容は，「薬の服用方法」と「薬の効能・効果」が中
心であり，患者が本当に知りたい情報が得られにくい状

Fig. 3　 パンフレット配布によるグレープフルーツジュース併用に
より引き起こされるカルシウム拮抗薬の降圧作用の増強に
関する回答者数の変動

Fig. 4　 パンフレット配布によるグレープフルーツジュースと同様
に注意を要する柑橘類に関する回答者数の変動
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況であるといわれている8）．このため，パンフレットを
作成する前に，患者などの読み手がどのような情報を欲
しているのかを予めリサーチしておく必要があると考え
られる．
　次にパンフレット配布による教育効果について検討し
た．GJ併用による Ca拮抗薬の降圧作用の増強に関し
て，「血圧が下がり過ぎる可能性が生じる」と正しい回答
ができた患者は，パンフレット配布により 5名（10.0％）
から 26名（51.0％）と有意な増加を示し，パンフレット
配布による教育効果が認められた．Ca拮抗薬が高血圧
症治療薬ということもあり，「血圧が上がる」と勘違いし
ていた患者も数名見受けられたが，パンフレット配布に
より 16名（31.4％）から 9名（17.6％）へと有意な減少が認
められ，患者にとって勘違いしやすい内容もある程度是
正できたと考えられる（Fig. 3）．
　GJと同様にフラボノイド類を含有し，CYP3A4を阻
害する柑橘類としてはっさくが挙げられる6）．「はっさ
く」と正しい知識を有した患者は，パンフレット配布に
より 7名（13.7％）から 27名（53.0％）と有意に増加した
（Fig. 4）．これは，パンフレットを読んだ患者にとって
GJと同様に注意を要する柑橘類に関する知識が少な
く，強い先入観や思い込みなどがなかったため，パンフ
レットの情報が円滑に浸透したためと考えられる．ま
た，パンフレットには，文章を目立たせるために項目ご
とに線で囲みを入れた．これは，企業の広告やチラシに
も用いられる手法であり，これにより，注目してほしい
箇所を簡単に目立たせることができる9）．特に，この GJ

と同様に注意を要する柑橘類の項目の正解である「はっ
さく」は，太字で文章の先頭に記載したため，読み手に

とって目に留まりやすく，印象に残ったと考えられる．
　GJによる CYP3A4阻害作用の持続時間に関して「3～
4日間」7）と正しい回答ができた患者が，パンフレット配
布により有意な増加を示し，かつ「わからない」と回答し
た患者が，明らかに減少したことから，パンフレット配
布により，正しい知識を提供することができたと考えら
れる（Fig. 5）．しかし，誤答である「2時間」と回答した
患者は，20名（39.2％）から 18名（35.3％）と大きな変化
は認められなかった．これは，患者が誤った先入観を
持っていることが原因の一つと考えられる．パンフレッ
ト配布前に「2時間」と回答した患者 20名のうち，パン
フレット配布後に再び「2時間」と回答した患者は 12名
であり，約 6割の患者がパンフレット配布前と同じ回答
を示した．つまり，これらの患者は「2時間も過ぎれ
ば，GJは消化・吸収され胃の中にはなくなっているた
めに GJは消失した」と誤った知識が定着しているた
め，パンフレット配布前と同じ回答をしたと考えられ
る．一方，パンフレット冒頭に「GJとの同時服用を避け
るべき」と記載したことにより，患者が「2時間くらい空
ければ問題ない」と勘違いしたことも考えられる．これ
が原因の場合，パンフレット配布前「わからない」と回答
した患者がパンフレット配布後に「2時間」を選ぶことが
多くなると考えられた．しかし，結果として，パンフ
レット配布前に「わからない」と回答した患者 21名がパ
ンフレット配布後に回答した項目は，「2時間」が 4名
（19.0％），「3～4日間」が 12名（57.2％），「1週間」が 1名

Fig. 5　 パンフレット配布によるグレープフルーツジュースの
CYP3A4阻害持続時間に関する回答者数の変動

Fig. 6　 パンフレット配布によるカルシウム拮抗薬とグレープフ
ルーツジュースの相互作用に関する正答率の変動
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（4.8％），「わからない」が 4名（19.0％）と，特に「2時間」
に集まる傾向は認められなかった．
　患者が既に誤った先入観を持っている場合，パンフ
レット配布による教育効果が得られにくい傾向がある．
前田ら5）によると，小児急性疾患に対する母親教育のパ
ンフレットによる教育効果に関する調査において，特に
熱性けいれんや発熱はすぐに医師の受診が必要と考えて
いる母親が多く，これは，兵庫県小児科医会救急対策委
員会が作成した「お母さんに伝えたい子供の急病対策」と
いうパンフレットを用いても，配布の有無で有意な差は
認められなかったと報告している．このような患者が既
に誤った先入観や思い込みを持っている場合，パンフ
レットによる教育効果を向上させるための対策として，
わかりやすく丁寧な説明をパンフレットに施す必要があ
る．佐野ら10）によると，医療用麻薬を使用している患者
に対する医療用麻薬のパンフレットの教育効果に関する
調査において，誤った先入観や思い込みが強い医療用麻
薬に対しても，パンフレットの使用により，患者の不安
感の減少やレスキュー使用に関する正しい知識を向上さ
せることが認められたと報告している．このパンフレッ
トは，図やイラストを多用しているため，非常にわかり
やすく作成されているが，6ページと情報量が多い．し
かし，8割以上の患者からパンフレットの情報量として
「適当である」と肯定的な意見が得られている10）．これに
対し，本研究で使用したパンフレットは手軽に読んでも
らうことを目指したため A4用紙 1枚でまとめており，
さらに専門用語を除いて作成したため，GJの効果が
3～4日まで持続する理由付けを記載しなかった．この
ため，パンフレットによる教育効果を向上させるために
は，患者がどのような点に先入観を抱き，また，勘違い
をしているかを把握しておく必要があり，これらの項目
に対しては，パンフレットに図やイラストを多く使用
し，詳しく丁寧に説明することが重要である．そして，
詳しく説明するために，必要とあればパンフレットが
A4用紙 2～3枚になっても情報量としては問題ないと考
えられる．
　以上のように「GJ併用による Ca拮抗薬の降圧作用増
強について」，「GJと同様に注意を要する柑橘類につい
て」，「GJの CYP3A4阻害効果の持続時間について」の
全ての項目において，正答率の有意な上昇が認められた
ことから，パンフレットの配布により，ある程度有効な

教育効果が期待できると考えられる（Fig. 6）．一方，本
研究では，患者に事前に問題を解いてもらい，パンフ
レットを配布した時に，後で問題を解いてもらうよう説
明しており，これら調査方法の影響が本研究の結果（正
答率）に上乗せしていることが考えられ，今回得られた
結果が純粋にパンフレット配布のみによる教育効果とは
いいがたい．しかし，本研究の対象患者 51名のうち，
パンフレットを読まなかった患者 9名と読んだ患者 42

名に分け，パンフレット配布後の問題全 3問の正答率の
平均を比較したところ，パンフレットを読んだ患者は
52.4％であったのに対し，パンフレットを読まなかった
患者は 3.7％であった．パンフレットを読まなかった患
者の正答率は調査方法（テストや患者への説明）のみによ
る教育効果という見方を変えると，その効果は 3.7％で
あり，調査方法のみによる教育効果は，かなり低いと考
えられる．よって，本研究で得られた結果は，パンフ
レット配布による教育効果として有用性が高く，これに
よりパンフレットを配布するだけでも十分効果が期待で
きると考えられる．

結　　論

　Ca拮抗薬と GJの相互作用のような患者の知識の向上
を目的としたパンフレットは，配布するだけでも多くの
患者が読み，また，患者に正しい知識を提供することが
できるツールであると考えられた．しかし，患者などの
読み手が，強い先入観や思い込みなどによる誤った知識
を既に有している場合は，改善することは困難であり，
その誤解を解くためには，パンフレットに図やイラスト
などを多用し，患者にとってわかりやすい説明を心がけ
る必要がある．さらに，パンフレットを作成する前に患
者等がどのような事柄について勘違いをしているのか，
誤った知識を有しているのかなどを予め把握しておくこ
とが，パンフレットを用いた啓発活動には重要である．
そのためには，日々の業務において患者との情報交換や
コミュニケーションを取ることが非常に有用であると考
えられる．
　本研究により得られた結果が，医療現場で働く薬剤師
の役に立つ情報となることを期待したい．
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    Pharmacists are engaging in efforts to enlighten patients about medicines and diseases using brochures. This strategy 
can efficiently disseminate information to patients, but the question remains as to whether or not patients understand 
the information. Therefore, we examined the educational effects of brochures that describe interactions between 
calcium channel blockers (CCB) and grapefruit juice. The distribution of brochures increased the ratio of correct 
answers to questions about (1) the ability of grapefruit juice to enhance the antihypertensive action of CCB, (2) which 
citrus fruits should be avoided and (3) how long grapefruit juice enhances CCB action. In contrast, the educational 
effect of brochures was minimal when patients already had preconceived notions. Therefore, the preconceptions of 
patients should be understood before designing brochures.
 (J Community Pharm Pharm Sci 2016; 8: 114–120)
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